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センコー株式会社   様

オフィスおかんを導入して

若手を中心に作業者やドライバー

等幅広く利用できいつでも食べら

れ、栄養バランスもとりやすい食環

境づくりにつながっている。

After

企業情報

当センターは住宅・建材部材、医薬・化学製品などの

お客様を中心に物流事業を展開しています。

センコー株式会社は、日本全国に拠点があり、倉庫保

有面積は日本でもトップクラスの規模を誇り、グローバ

ルへの事業展開も行っています。

センコーグループとしては 100社以上の会社から構成

され、事業は物流以外の領域にも広がっています。

https://www.senko.co.jp/jp/

[男:女]

[外勤:内勤]

導入した拠点（杉戸センター）には

食堂がなく、環境を整えたいと感じ

ていた。もともとパン・カップ麺の自

販機は設置していたが利便性のみ

でなく健康面も気にしていた。

Before

食堂を設置せずとも、利便性が高く健康的な食環境を

整備したい。
目的01

他の新しい拠点は食堂や託児所を備えていたのですが、杉戸センターにはそういった設備がなく、従業員のために何

かできないかと考えていました。食環境の充実のために、パン・カップ麺が安価で購入できる自販機は設置していまし

たが、より健康的なものはないかと色々と探しオフィスおかんのことを知り、導入を決めました。産業地帯にある物流拠

点なので、飲食店などはなく不便な環境です。仕出し弁当の注文もしていますが、お弁当だと飽きてしまいがちという

問題も発生していました。オフィスおかんはレパートリーが豊富で好きなメニューを選べ、若手の社員も喜ぶイメージが

つきました。

   拠点間の待遇格差をなくし、

働きやすい環境作りで従業員満足度の向上へ。

運輸・物流業

人材確保のために働きやすい環境整備が必要。そのひとつが 

“食” から健康を支援する取り組み。
背景02

若手社員を中心に重宝され、健康意識改善の兆しを感じている。

採用時のアピールにも。
効果03

従業員人数 150名 男女比 7:3 外勤内勤率 1:9
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背景の一つとしては、労働力不足があります。物流や製造業はどこも同じかと思いますが、デジタル化が進む一方で、

まだまだ人手に頼らなければいけない部分も大きいので、人材不足や採用は大きな課題です。そういった背景もあり、

働きやすい環境づくりを重視しています。他の拠点では託児所を備える事業所もあり、女性ドライバーも増えはじめて

います。今後は、女性が活躍しやすい環境作りに力を入れる必要もあると感じています。

また、センコーグループ全体で健康を非常に重要視していることも背景にあります。本社に健康推進をする部署もあ

り、健康経営を積極的に進めています(※)。禁煙への取り組みや運動によるポイント付与の仕組みなども実施してい

ます。

特に若手社員に好評です。人気のメニューや新しいメニューはすぐ売り切れてしまいます。ランチはもちろん、夜勤のメ

ンバーが夕食に活用したり、いつの間にか減っていますね。健康面でいうと、これまでカップ麺とパンと合わせて食べ

ていた従業員が、カップ麺にお惣菜を1品合わせているのを発見すると、嬉しくなります。

見学に来られた方にも、休憩スペースを案内していますが、設置されたオフィスおかんを紹介すると「いいですね！」と

好反応です。会社として顧客満足度のみでなく従業員満足度も重要視していこうという動きもあり、働く環境などの項

目を含む満足度調査もスタートしているので、そちらを定点観測することで成果を追っていきたいと思います。

従業員満足度の向上

https://www.senko.co.jp/jp/


小売・卸業

人材定着・採用強化

アールアイ株式会社   様

オフィスおかんを導入して

食生活の改善と共に社内コミュニ

ケーションのきっかけに。離職率が

低下し、若手の結束力が強化され

たことで事業の成長スピードが加

速。

After

企業情報

『吊り治具』のリース・販売を手がけている会社です。都

内のランドマークタワー、国際的なスポーツ大会関連

施設など日本を代表する建設プロジェクトの現場で「RI

（アールアイ）」マークの入った当社の吊り治具が活躍。

業界で高いシェアを誇るリーディングカンパニーとして

の地位を確立しています。

https://r-i.jp/

[男:女]

[外勤:内勤]

人が集まりにくい業界のため採用

に苦戦。不健康な食生活も蔓延し

ており、社員食堂を作ろうと考えて

いた。

Before

「働く環境」を重視して会社を選ぶ人が増えたため、働き続けやす

い職場を作ること。
目的01

求職者の会社選びの基準が変わってきていることを実感し、従業員が働き続けやすい環境を作りたいと思ったことが

きっかけです。具体的には、以前はお給料面や残業の少なさなどによって働く場所を選ぶことが多かったですが、今

は、人が良いところや風通しが良いところなど「働く環境」を重視している人が増えています。以前は3人採用しても2人

は辞めてしまう…という状況でした。

そのため、入社してくれた人が働き続けられるような環境作りが、事業成長のために優先度の高い課題だと感じてい

ました。

離職率が3年で大幅改善！

若手の結束力強化で、事業の成長スピードを加速。

採用に苦戦する中で、新しい取り組みを実施し始めた。背景02

食生活の改善だけでなく、社内コミュニケーションのきっかけになり

離職率が低下。事業の成長スピードが加速した。
効果03

従業員人数 15名 男女比 5:5 外勤内勤率 2:8

どちらかというと泥臭い業務が多いので、人が集まりづらいという悩み

がありました。I T業界や商社に比べ、製造業などの工場やサービス業

は人が集まらないのが現状です。

採用状況は、ここ2～3年で一気に悪化した印象です。このままでは人

手不足はさらに進行してしまうため、最近は採用に力を入れて様々な

取り組みを実施しています。

4

１品100円というお手軽な値段で、健康的な食事を摂ることができ、経済的にも助かるとの声もあります。また、コミュニ

ケーションが増えたと感じています。ランチタイム時にオフィスおかんの周りに人が集まるので、そこでお惣菜をシェア

したり、オススメしあったりしています。

コミュニケーションの増加によって若手の結束が強まり、新しい取り組みにも楽しんでチャレンジしてくれています。お互

いへの理解が深まり、仕事でも声を掛け合うようになったことで一体感が出てきたと実感しています。そういった風土は

事業成長スピードの加速にもつながっていると感じています。
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製造業株式会社はくばく   様

オフィスおかんを導入して

食堂設置が難しい小規模の営業所

や工場でも食事支援が可能に。健

康経営優良法人認定では、食習慣

改善の取り組みとして報告してい

る。

After

企業情報

私たちは「穀物の感動的価値の創造と人々の健康と豊

かな食生活を実現する」という企業理念を掲げ、事業を

展開しています。

1941年の創業以来、大麦や雑穀、小麦などの穀物を

扱い、ごはんから麺類、麦茶などを開発・販売していま

す。

https://www.hakubaku.co.jp/

[男:女]

[外勤:内勤]

社員食堂がある拠点と設置が難し

い拠点があり、不平等が生じてい

た。健康経営を進める上でも、ヘル

シーな食事環境を整えたいと考え

ていた。

Before

食堂設置が難しい拠点でも、食の支援をしたい。目的01

食事面で福利厚生を強化したく導入しました。山梨の本社や工場には食堂があるのですが、東京本社や全国の比較

的小規模な事業所では、食事の支援ができていなかったので、待遇差に課題を感じていました。

東京本社や全国の事業所では、単身赴任の社員や一人暮らしの社員も多いので、健康面を考えても、昼食の支援を

したいと思って検討をはじめたのがきっかけです。

外食できる環境はあるのですが、コスト的にも時間的にも従業員の負担になってしまいますので、オフィスの中に設置

できること、従業員にとってリーズナブルな所がポイントでした。

食堂設置が難しい7事業所・工場に導入！

健康企業として全社で「健康経営」を推進。

健康を理念に掲げる企業として、

健康経営に取り組んでいた。
背景02

自然と健康的なものに手が伸びる職場環境を構築。

健康経営優良法人認定にも活用。
効果03

従業員人数 420名 男女比 7:3 外勤内勤率 3:7
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当社は健康を理念に掲げた食品事業を行っていることもあり、従業員がいきいき働ける環境づくりの推進のため「健康

経営」に取り組んでいます。

安全衛生委員会と連動させた「健康づくり会議」を運営し、「健康経営優良法人」認定の取得もおこないながら、そこで

上がった課題への対策などを検討・推進しています。

施策としては、健康診断の二次受診率の向上といった基本的なことから、従業員の腸内環境を研究するプロジェクトも

行っていたこともあります。

5

主食のごはんは自社で提供しているので、「オフィスおかん」でおかずを何品か購入して社内でランチを完結させてい

るケースが多いです。１品100円という購入方法もわかりやすかったので、導入当初から受け入れられましたね。食堂

の設置が難しかった10名以下の工場でも導入しましたが、他の食事の手段がなかったので、とても喜ばれています。

工場だと外出時に着替えも必要ですし、そもそも外食できる場所もないので不便でした。

健康経営優良法人の認定の調査では、食事の項目があるので、管理栄養士の監修した健康的なお惣菜が食べられ

る環境を整備している点を記載しています。やはり目につく所にある利便性の高い食事手段が、健康的なオフィスおか

んのお惣菜になったので、自然と食習慣が改善されているイメージがあります。健康を気にしている従業員は、魚をよ

く選んでいるようですね。

健康経営の推進
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運輸業株式会社AIRDO  様

オフィスおかんを導入して

高い利用率を維持し、早朝や深夜

に働く社員を中心とした食事として

重宝されている。働き方改革の一手

としても役立っている。

After

企業情報

北海道と羽田、名古屋、神戸などの本州を

結ぶ路線を運航する航空事業を行っていま

す。「北海道の翼」として地域経済の発展に

貢献することを企業理念とし、低価格で利便

性の高いサービスを多くのお客様に提供して

います。

https://www.airdo.jp/corporate/

[男:女]

[外勤:内勤]

航空機の運航に合わせ早朝や深

夜に働く社員が多く、オフィス内で

いつでも食事がとれるサポートをし

たいと考えていた。

Before

早朝や深夜も働く社員のために、オフィス内でいつでも食べられる

食事支援をする。
目的01

当社は航空機の運航に合わせ早朝や深夜に働く社員が多く、空港内のコンビニや飲食店が営業時間外となってしま

い、食事の選択肢が少ないという課題がありました。そのため、オフィス内でいつでも気軽に食事が取れるサポートを

したいと考えていました。悪天候等での運航の遅れによる深夜勤務が発生しやすい客室乗務員や運航乗務員、早朝

勤務のあるオペレーション担当については特に食事に困っているという声がありました。そのような課題を抱えていた

ところ、展示会で「オフィスおかん」を知り、日中はもとより早朝深夜など時間を気にせずいつでも利用できる点に魅力

を感じ、さっそく羽田空港の事務所に導入しました。

早朝・深夜も働く社員のために環境を整備し、

働き方改革を推進する。

人財戦略を最重要と考え、働き方改革に取り組んでいる。背景02

幅広く受け入れられ、利用率も高い。早朝や夜勤時の食をサポー

トできている。
効果03

従業員人数 1025名 男女比 5:5 外勤内勤率 6:4

当社では、人財戦略を最重要課題の1つとしています。企業理念に「人を活かし育み、活力ある企業風土」を掲げてお

り、今年、会社設立25周年の節目を迎え、より未来を見据えて新たな変革やチャレンジを行っていくためには「人」が

キーになると考えています。そのため、社員が誇りを持って「イキイキと働き続けられる会社」にできるよう、働き方改革

や福利厚生の充実に取り組んでいるという背景があります。社員が「こんな会社で働いているよ」と胸を張って誇れる

企業にしたいと思っていますし、北海道の皆様にとっても誇っていただける企業でありたいと思っています。

6

導入初期のトライアル3ヶ月間で、第1ターミナル4階に所属する社員の

7割以上が利用していました。社内アンケートでも今後の利用意向が

95%という高い結果でしたので、継続して活用することにしました。シフ

ト勤務時の早朝や深夜での食事として重宝されています。おかずのみ

を購入する社員、ご飯も合わせて食べる社員など様々です。1品100円

で質の良いお惣菜が手に入るのが人気の理由だと思います。

働き方改革



建設業鹿島建設株式会社   様

オフィスおかんを導入して

もしもの感染者発生の時の備えが

できた。日常的に利用できる食事補

助なので、帰宅後の夕飯や朝食、

土日の食事としても利用する社員も

出ている。

After

企業情報

いわゆるゼネコンとして土木建築の建設工

事を主に、これらにかかる事業を全般的に

行っている会社です。社会的課題とニーズに

お応えし、社会とお客様に信頼される会社を

目指しています。

https://www.kajima.co.jp/

[男:女]

[外勤:内勤]

社員寮でコロナ感染症の感染者や

濃厚接触者の発生があった場合の

「食事補助」が不十分であった。食

堂はなく、外食かスーパーやコンビ

ニのお惣菜を各自購入して、朝・夕

飯にしていた。

Before

いざという時の備えにも！コロナ対策として、常時設置可能な食事

サービスが必要だった。
目的01

ここ10年以上前までは社員寮に食堂があったのですが、その後は他社の冷凍食品の自販機のみを導入していまし

た。自販機を撤去することが決まり、別の食事補助を探していたところオフィスおかんを見つけ、導入することにしまし

た。もうひとつは新型コロナウイルスの感染拡大への備えとして、寮内で感染者や濃厚接触者が出た場合の食事補助

を準備しておきたかったためです。感染者・濃厚接触者が発生した場合、その社員は外出禁止となり、食事摂取の問

題が発生します。その解決のために、常時設置しておける食事サービスがあると便利だと考えました。

社員寮における食事支援に活用。

感染拡大の中で社員を守る備えにも！

若手男性向けの社員寮で、いつでも手軽に健康的な食事を取れる

サービスを検討していた。
背景02

寮内で重宝され、気軽に食事ができるようになった。社員の「健康

に対する意識」も向上。
効果03

従業員人数 
(寮入居数) 40名 男女比 8:2 外勤内勤率 4:6
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オフィスおかんを活用しているのは、若手の男性向けの寮です。寮には食堂や、各部屋にキッチン設備がなく、手軽に

健康的な食事を取れる環境が不足していました。そのため、外食やコンビニ、スーパーで買ったものを食べる社員が

多く、なかなか健康に気を遣えていませんでした。また、寮なので平日の朝晩のみならず、週末にも食事を取れる環境

整備が必要と考えていました。

さらに寮には“施工管理”として現場で日中勤務する社員もおり、早朝出勤や深夜帰宅に伴い、栄養面で偏った食生活

になるケースも多く、種類の豊富なオフィスおかんは健康面からも決め手となりました。

ここ新型コロナウイルスの感染拡大への食事サービスの備

えができたのはもちろん、オフィスおかんを導入してからは

社員の「食に対する健康意識」が高まりました。今までは朝

食を取らずにいた社員でも、少し早めに起きて朝食を取るよ

うになった例があります。パンのメニューもあるので、時間が

ない時はパンのメニューを食べたりしています。

感染対策

7
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サービス、建設業

1980年に創業した三井不動産グループの内装・デザイ

ン・設計・施工管理の会社です。オフィス・ホテルなど施

設空間・内装の企画・デザイン設計・施工や、マンション・

戸建住宅などのリフォーム、事業用建物のコンバージョ

ン・リニューアルなどの事業の他、インテリア販売を含む

多彩なインテリアサービスを展開しています。

三井デザインテック株式会社  様

オフィスおかんを導入して

出社時の楽しみやコミュニケーショ

ン手段として活躍。新オフィスの

テーマであるウェルビーイング実現

にも貢献。

After

企業情報

https://www.mitsui-designtec.co.jp/

[男:女]

[外勤:内勤]旧オフィスでは食事サービスがな

く、オフィス移転を機に福利厚生

サービスの充実を検討していた。

Before

社内のカフェスペースを充実させること。目的01

ここ2021年7月より、銀座の新しいオフィスで営業を開始しました。新

オフィスは、ABW（アクティビティ・ベースド・ワーキング）を採用した

設計。

休憩ができるカフェスペースには、コーヒーやお菓子だけではなく、

健康的な食事も設置したいと考え、今回オフィスおかんを導入しまし

た。メニューの豊富さ、添加物を制限した健康的な惣菜、1品100円

という手軽さ。そして、キャッシュレスアプリの「おかんpay」があるの

で管理面も便利であることはメリットだと感じました。

ウェルビーイングを叶える新オフィスに設置。

コミュニケーションを生み出すきっかけに！

ウェルビーイング推進を意識した環境づくりを

目指していた。
背景02

導入後のアンケートで「健康の意識が高まった」と回答する人が増加し

た。出社時のコミュニケーションの楽しみが増えた従業員も。
効果03

従業員人数 807名 男女比 6:4 外勤内勤率 6:4

新オフィスでは「ウェルビーイング」を叶えるため、観葉植物を置いて緑視率を考慮したバイオフィリックデザインやサー

カディアン照明を取り入れることで自然を感じることができるようにしたり、スペースごとにアロマを配置したり、屋外テ

ラスの菜園で野菜を育てたりと、五感を刺激する造りになっています。

平日オフィスに出社した社員が、ランチで利用することが多いです。外に買いに行く時間がない、バランスのよい食事

をとりたいといったニーズに合っているようです。

社内活性・交流

8

出社時のコミュニケーション手段としても役立っています。リモート

ワークと半々の頻度で出社する社員が多いですが、「コミュニケー

ションがとりやすくなった」といった声を耳にします。ウェルビーイン

グという観点からも、オフィスでのコミュニケーションが活発になるこ

とはよい傾向だと思っています。
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得


